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【目的】超音波パ ル ス ドプ ラ
ー法 に よ る 血流波形解

析 に よ りIUGR 児で は 脳血管抵抗 の 低下、　 T一宮胎盤

［血1管抵抗 の 上昇 が 生 ずる と報告 され て い る が 、

lUGR 児 の 中に も正 常な血 流波形 を示す もの も多く

存在する。今回IUGR を病態別 に 分類 し、胎 児胎盤

循環動態 につ い て検討 した 。　【方法】妊娠36週 よ り

41週 に分娩 とな っ た 単胎 IUGR97 例 を対象 と した。

超音波パ ル ス ドプ ラ
ー法に よ り、胎 児中大脳 動脈

（MCA ）、臍帯動脈（UA ）、お よ び 子宮動脈（UTA ）の

血 流波形 を 描出 し、それぞれ の 血流波形 よりPI値を

算出 し、同 時に AFI を測定し た。　 IUGR は母体妊娠

中毒症 の 有無、胎児仮死 の 有無、お よび先天奇形 の

有無 に よ り分類 し 検討 した。母体妊娠中毒症がな く

胎 児仮死 を呈 さなか っ た IUGR （1群）、母体 妊娠中毒

症がなく胎児仮 死を 呈 し たIUGR （II群）、母体妊娠

中毒 症 があ り胎 児仮死 を 呈 さなか ・
） た IUGR （III

群）、母体妊 娠 中毒症 が あ り胎 児 仮死 を 呈 し た

IUGR （IV群）、および 先天 奇形 の あ る IUGR （V 群）に

つ い て それぞれ の パ ラ メ
ー

タ
ー

を比 較検 討 し た。

【成績】1） MCA −PIは 、1群 （】．48 ± 0．04）、　 IH 群

（1、41± O．06）で は 、II群（1．29 ± 0．12）．　 IV群 （1．24±

0．06）お よびV 群（1．24± ｛〕，08）に比較し低値の 傾向を

示 した．2）UA −PI は、1群 （0．99± O．04）で は、　 III群

（12 〔｝± 〔107 ）、IV群 （1．31± 0．07）、お よびV群（1．30±

0．10）に 比 べ 有意に 低値 で あ t ） た。3）UTA −PIは、1

群（0．8〔〕± 0．03）、V 群（0．84± 0．07）で は、　 III群（1、27±

〔）．（）7）、および IV群（1．24±0．11）に 比 べ 有意 に 低値で

あ っ た。　【結論】 IUGR の 病態 に よ り、胎 児胎盤血

管抵抗指数に差 を認 め 血流波形 の 解 析 に よ りIUGR

を個別化で きる 卩∫能性 が 示唆された。

［目的］ エ ン ドセ リ ン ー1 （ET ） は 内皮細胞由来の

血管収縮性 ペ プチ ドで あ り，低酸素環境下 で 産生増

加が 知 ら れ て い る ，我 々 は 慢性胎 児低酸素症 の

asymmetrical 　 IUGR 発生 に 関わ る 血流再分配機

構 に 占め るET の 役割 の 解明 の た め に以下 の 検討を

行 っ た．

［方法］妊娠 18 日齢 の SD ラ ッ ト の 片側子宮動脈を

結紮 し，非結紮側を対照 として 結紮の 6，12，24，72

時間後 に 胎仔 の 脳 ， 肝 ， 腎 を 摘出後 ，
RNA を 抽 出 し

，

RT −PCR 法 を用 い て ETcDNA を作成 し，　GAPDH

遺伝子発現 を内部標準と して サ ザ ン プ ロ
ッ ト解析

に よ り ET 遺伝子発現を検討 した ，

［成績］子宮動脈結紮後，24時間以降で 胎仔体重は

減少を示 し，72 時間で は 対照 の 62 ％ （n − 31，

p く O．Ol）を示 した．臓器別重量 （母獣数＝4）で

は脳重量は 差 を認めなか っ たが，肝，腎は結紮後 12

時間よ り減少を示 し，72 時間で は それぞれ対照 の

60 ％ （p ＜ 0．05），
51 ％ （p ＜ 0．05）と な っ た ．脳，

肝 ，腎 の ET 　 mRNA 　 relative 　 abundance

（preproET
− 1／ GAPDH ：mean 士 SEM ） は 対照

群と結紮群で そ れ ぞれ，0．46 ± 0．04vsO ．46 ±

0．04，0，19 ± O．02　vs 　O．40 ± O．003　（p く 0．OD ，

0．27 ± 0．04vsO ．57 ± 0．06 （p ＜ 0．01） と肝 ， 腎

に お い て 有意 に 増加 した．

［結論：子宮動脈結紮に よ る ラ ッ ト胎仔 IUGR モ デ

ル で発育抑制 の み られた肝，腎の ET 遺伝子 発現の

亢進は，臓器 ・組織 レ ベ ル の 低酸素負荷に対する変

化 と考え られ ，asy 皿 metrical 　IUGR の発生機序に

ET 遺 伝子発現 が 関与す る可能性が 示唆 さ れ た ．
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